
大企業の内部留保金と民間給与の推移
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年
が
あ
け
て
早
い

も
の
で
一
ヶ
月
。

「
今
年
こ
そ
良
い

年
で
あ
る
よ
う
に
」

の
思
い
で
初
詣
に
出
か
け
た
方

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
正
月
気
分
も
抜
け
て
き

た
頃
に
気
に
な
る
二
つ
の
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
▼
６
４
３

４
人
の
方
が
死
亡
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
が
１
月
１
７
日
で

１
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
家

を
失
っ
た
被
災
者
が
住
居
の
不

安
に
怯
え
て
い
る
と
い
う
の
で

す
。
兵
庫
県
を
は
じ
め
県
内
の

被
災
自
治
体
は
民
間
な
ど
か
ら

２
０
年
契
約
で
借
り
上
げ
住
ま

い
を
復
興
公
営
住
宅
と
し
て
提

供
し
て
き
ま
し
た
が
、
期
限
切

れ
を
に
ら
み
昨
年
か
ら
入
居
者

の
追
い
出
し
に
動
き
出
し
て
い

る
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
非
人
道
的
な
や
り
方
を
改
め

被
災
者
本
位
の
復
興
施
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
▼
も
う
ひ
と
つ

は
「
思
い
や
り
・
温
か
み
」
が

あ
る
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

群
馬
県
か
ら
始
ま
っ
た
「
伊
達

直
人
」
の
ラ
ン
ド
セ
ル
寄
付
。

善
意
の
行
為
は
ま
た
た
く
間
に

全
国
に
広
が
り
食
物
・
現
金
な

ど
が
養
護
施
設
や
福
祉
事
務
所

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
▼
こ
の

二
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
共
通
点

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

「
弱
者
救
済
」
で
す
。

個
人

で
出
来
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
本
来
、
国

や
自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
事

で
政
治
の
あ
り
方
の
問
題
で
す
。

生
活
が
大
変
で
自
分
の
こ
と
で

精
一
杯
と
い
う
情
況
が
広
が
っ

て
い
る
中
で
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は

い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

２ ０ １ １ 年 ２ 月 第 ２ ７ ０ 号
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★ 沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】★

政
治
、
経
済
、
社
会
に
わ
た
っ
て

日
本
を
覆
う
深
い
「
閉
塞
（
へ
い
そ

く
）
」
感
の
な
か
で
２
０
１
１
年
の

国
民
春
闘
が
た
た
か
わ
れ
ま
す
。

貧
困
化
は
深
刻

人
間
社
会
の
根
幹
で
あ
る
「
働
く

こ
と
」
の
危
機
は
深
刻
で
す
。
働
き

た
く
と
も
働
け
な
い
労
働
者
、
他
方

に
長
時
間
過
密
労
働
と
賃
下
げ
に
あ

え
ぐ
労
働
者
―
賃
金
抑
制
と
非
正
規

雇
用
の
拡
大
で
年
収
２
０
０
万
円
以

下
が
１
０
９
９
万
人
に
増
大
（
国
税

庁
調
査
）
し
、
日
銀
の
「
生
活
意
識

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
「
雇
用
や
処
遇

に
不
安
」
が
８
７
％
に
達
し
て
い
ま

す
。当

会
が
行
っ
た
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
生
活

改
善
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も
か
な

り
苦
し
い
と
や
や
苦
し
い
が
７
割
を

超
え
て
い
ま
す
。

日
本
は
空
前
の
カ
ネ
余
り
状
態

一
方
、
上
場
企
業
の
純
利
益
は
今

期
も
増
大
し
て
１
６
兆
円
に
な
る
予

定
。
内
部
留
保
金
は
史
上
最
大
と
な

り
、

上
場
企
業
の
純
利
益
は
前

年
比
８
割
増
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

日
銀
総
裁
は
「
大
企
業
の
手
元
資

金
は
非
常
に
潤
沢
（
５
２
兆
円
）
」

と
国
会
で
答
弁
し
て
い
る
ほ
ど
で

す
。
沖
電
気
に
お
い
て
も
、
今
後

三
年
間
で
五
百
六
十
億
円
の
投
資

計
画
で
あ
り
、
従
業
員
へ
の
投
資

を
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

賃
上
げ
と
雇
用
確
保
で

閉
塞
状
況
を
打
ち
破
ろ
う

日
本
経
済
の
最
大
の
問
題
は
、

労
働
者
の
年
収
が
１
２
年
間
で
６

１
万
円
も
減
り
、
家
計
・
内
需
が

低
迷
し
て
経
済
成
長
が
止
ま
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
９
０
年
代
後
半

か
ら
賃
金
が
伸
び
て
い
な
い
の
は

日
本
だ
け
だ
と
い
う
の
は
経
済
協

力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
調

査
で
も
明
ら
か
で
す
。

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
と

雇
用
確
保
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
こ

と
が
「
閉
塞
状
況
」
を
打
ち
破
る

カ
ギ
で
す
。

従業員への投資がゼロじゃ
やってられない！

■営業利益は前期（１４０億円） 今期は黒字予想

■投資計画は３年間で５６０億円

（現状維持投資３００億＋２６０億の戦略投資）

生活実感は？生活に必要な増額は？メンタル問題は？

ＯＫＩ 11年度生活改善要求アンケート結果より

アンケートに寄せられた声

■息子も非正規。介護も始まり、たいへんです。

賃金が上がらなくなっているのに一時金カットで

お先真っ暗！やる気がなくなってしまう。

■ アルバイトで、週３日間働く人がいじめられっ

ぱなしの沖電気。どうしようもないですね。

■働き続けたいのに本庄地区には仕事がないと言

われた。辞めるわけにはいかず、困っている。

■契約社員の組合加入・賃金改善が必要だ。

■今回のリストラ提案はほんとにひどい。労使と

もに組合員の生活をどのように考えているのか！

ゆうあい資金の規約変更も本末転倒である。あぁ、

ヤダヤダ

■繁忙な職場の状況からは余剰人員は考えられな

い。リストラなどとんでもないことです。幾度と

なく繰り返されるリストラ！絶対に許すことはで

きません。

■働かせ方がひどい！あっちこっちへの応援ばか

りで、本来の仕事が落ち着いてできない。

■毎日のように深夜残業・残業代の規制（仕事量

が減るわけではないので実質サービス残業）・高

崎は利益を出しているのに外注の削減、それに伴

い個々の仕事量は増加・ボーナス削減（労使の約

束は一体何だったのか）。もうこれ以上我慢でき

ません。賞与２カ月ちょいってどこの零細ですか・・・

富士通総研のエコノミスト「今春闘は４％の賃上げを目指せ」
「１０年以上も賃金が下がり続ける国は先進国の中で唯一日本だけである。

その結果は内需の低迷、勤労者の労働意欲の低下など経営側にとっても好

ましいものではない。企業は２００兆円もの現金をため込みながら、成長

のための投資や、適切な分配は忘れられている」≪連合主催の講演から≫

リストラ相談窓口を開設 なかまの共同センター

電話 0495(22）7334 E-mail nakasen174@ybb.ne.jp

一人で悩まずご相談ください



派遣労働者数の推移
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２０１１年 ２月 第２７０号

黒
字
化
を
機
に

食
堂
値
下
げ

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

０
８
年
１
０
月
に
ロ
ー
ム
に

買
収
さ
れ
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

厳
し
い
リ
ス
ト
ラ
で
従
業
員
は

半
減
し
、
赤
字
経
営
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
今
下
期
に
は
営

業
利
益
２
０
億
円
が
予
想
さ
れ

「
よ
う
や
く
黒
字
化
が
見
え
て

き
た
の
で
、
そ
れ
を
実
感
し
て

欲
し
い
」
（
岡
田
憲
明
・
社
長
）

と
し
て
食
堂
の
価
格
が
下
げ
ら

れ
、
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
食

４
２
０
円
↓
３
０
０
円

カ
レ
ー
・
中
華
麺

３
０
０
円
↓
２
４
０
円

和
麺

２
４
０
円
↓
１
９
０
円

サ
ラ
ダ

１
１
０
円
↓
９
０
円

コ
ロ
ッ
ケ
、
小
鉢
、
冷
奴

６
０
円
↓
５
０
円

な
ど

１
０
年
の
年
末
一
時
金
は
労

組
員
平
均
６
９
万
９
９
０
０
円

月
数
で
２･

０
５
ヶ
月
で
し
た
。

通
路
に
歩
行
速
度
指
定
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ン

【
埼
玉
・
本
庄
工
場
】

２
月
に
入
っ
て
足
元
の
寒
さ

が
気
に
な
る
本
庄
工
場
で
す
。

四
期
工
場
西
側
通
路
に
続
い

て
一
期
工
場
中
央
通
路
に
も
、

歩
く
早
さ
を
指
定
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

表
示
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

「
軽
快
歩
行
、
光
と
歩
こ
う
２

０
メ
ー
ト
ル
１
４
秒
」
の
看
板

が
設
置
さ
れ
た
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
の
頭
上
に
セ
ン
サ
ー
が
あ
り
、

人
が
通
る
と
、
感
知
し
て
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
が
順
次
指
定
さ
れ
た
速
度

で
点
灯
し
て
行
き
ま
す
。
合
せ

て
歩
い
て
み
る
と
結
構
急
ぎ
足
。

Ｊ
Ｉ
Ｔ
の
唱
和
と
同
じ
く
意
識

改
革
が
目
的
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
少
し
の
ム
ダ
も
無
く
そ
う

と
言
っ
て
い
る
時
、
材
料
費
や

人
手
を
考
え
る
と
ま
っ
た
く
の

無
駄
で
は
の
声
も
。
経
営
者
が

意
識
改
革
し
て
、
従
業
員
か
ら

信
頼
さ
れ
る
会
社
に
な
る
こ
と

が
再
建
の
近
道
で
す
。

健
康
に
注
意【

東
京
・
芝
浦
】

寒
い
時
期
は
血
圧
も
上
が
り

気
味
。
塩
分
の
取
り
す
ぎ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
塩
分
摂
取
量

は
食
塩
相
当
量
で
一
日
男
性
９

㌘
、
女
性
７
・
５
㌘
以
下
が
良

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

塩
分
と
は
食
塩
だ
け
で
な
く

ナ
ト
リ
ウ
ム
化
合
物
も
含
み
ま

す
。
食
品
の
栄
養
成
分
表
示
見

ま
す
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム

は
食
塩
に
換
算
す
る
と
２
．
５

４
倍
で
す
。
特
に
調
味
料
に
は

ナ
ト
リ
ウ
ム
化
合
物
が
使
わ
れ

て
お
り
、
飲
み
物
に
も
防
腐
剤

や
ミ
ネ
ラ
ル
で
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

含
ん
だ
添
加
物
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

塩
分
と
は
食
塩
だ
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
い
の
で
、
塩
を
控

え
て
減
塩
し
た
つ
も
り
が
他
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
量
で
オ
ー
バ
ー
と

な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

あ
な
た
に

紹
介
す
る
職
場
は
な
い

【
蕨
・
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
】

繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
行
わ

れ
る
「
配
置
転
換
」
「
統
合
」
。

便
上
し
た
人
減
ら
し
の
た
め
の

肩
た
た
き
や
仕
事
の
取
り
上
げ

で
職
場
は
今
日
も
陰
鬱
で
す
。
。

特
に
、
０
９
年
に
は
通
信
関

連
で
、
１
０
年
に
入
っ
て
か
ら

は
ソ
フ
ト
関
連
職
場
で
の
仕
事

の
取
り
上
げ
に
よ
る
退
職
勧
奨

が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。

沖
電
気
は
バ
ブ
ル
崩
壊
の
９

２
年
に
リ
ス
ト
ラ
・
人
員
削
減

を
促
進
す
る
た
め
の
組
織
と
し

て
人
材
開
拓
室
を
開
設
。
製
造

関
係
に
は
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
な
ど
も
設
け
て
強
力

に
転
進
・
退
職
促
進
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

今
、
蕨
な
ど
設
計
関
連
で
は

○
○
部
付
け
な
ど
の
配
属
で
仕

事
か
ら
隔
離
す
る
手
法
に
よ
り

退
職
に
追
い
込
ん
で
い
る
。
蕨

シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
は
多
忙
で
約

４
割
の
人
が
午
後
８
時
以
降
の

退
社
で
す
。
余
剰
人
員
は
な
い

の
で
す
。

会
社
は
整
理
解
雇
（
指
名
解
雇
）

は
し
な
い
と
株
主
総
会
で
も
明

言
し
て
い
ま
す
。
仕
事
取
り
上

げ
に
よ
る
退
職
勧
奨
は
指
名
解

雇
と
同
等
で
す
。
不
当
な
配
属

は
止
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

保
険
料
が
ま
た
上
が
る

沖
と
格
差
ま
た
拡
大

【
Ｊ
Ｉ
Ｐ
・
テ
ク
ノ
】

０
２
年
に
沖
電
気
本
庄
地
区

の
製
造
部
分
か
ら
独
立
し
て
創

設
さ
れ
た
会
社
は
、
健
康
保
険

は
、
中
小
企
業
な
ど
が
加
入
す

る
「
協
会
け
ん
ぽ
」
に
移
り
ま

し
た
。

被
保
険
者
保
険
料
率
が
沖
健

保
よ
り
高
い
（
１
０
年
度
＝
Ｊ

Ｉ
Ｐ
は
４
・
６
５
％
、
沖
は
２
・

７
４
％
）
加
え
て
各
種
付
加
給

付
や
保
険
事
業
が
少
な
く
格
差

が
生
じ
て
い
る
。

「
協
会
け
ん
ぽ
」
は
リ
ス
ト

ラ
で
加
入
人
員
の
減
少
と
賃
金

ダ
ウ
ン
で
保
険
財
政
が
悪
化
し
、

毎
年
の
よ
う
に
保
険
料
率
が
上

る
。
都
道
府
県
別
に
保
険
料
率

が
設
定
さ
れ
ま
す
が
、
１
１
年

度
の
埼
玉
県
は
９
・
４
５
％

（
労
使
折
半
）
と
な
り
２
年
前

よ
り
１
・
２
８
％
（
労
使
折
半
）

も
ア
ッ
プ
。
賃
金
も
沖
よ
り
ダ

ウ
ン
で
、
労
働
時
間
は
長
く
、

福
祉
も
後
退
・
・
・
改
善
を
求

め
る
声
は
大
き
い
。

消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
８
９
年

以
降
、
企
業
の
税
金
（
法
人
税
な

ど
３
税
）
の
減
税
額
は
２
０
８
兆

円
に
達
し
て
減
税
額
を
消
費
税
収

２
２
４
億
円
で
穴
埋
め
す
る
状
態

が
続
き
、
目
的
が
福
祉
で
は
な
く
、

企
業
減
税
で
あ
る
こ
と
が
、
明
白

に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
は

リ
ス
ト
ラ
推
進
税
制

人
件
費
削
減
の
た
め
に
非
正
規

雇
用
が
拡
大
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
人

材
派
遣
と
い
う
形
態
は
も
う
一
つ

の
側
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
派
遣
労
働
者
が
雇
用
者
で
は

な
く
製
品
を
仕
入
れ
て
い
る
扱
い

に
な
る
の
で
、
製
品
の
売
上
げ
高

か
ら
現
在
５
％
の
消
費
税
を
税
額

控
除
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
か
ら

で
す
。

課
税
対
象
と
な
る
売
上
げ
や
従

業
員
数
が
同
じ
な
ら
、
正
社
員
だ

け
の
場
合
よ
り
派
遣
社
員
が
い
る

ほ
う
が
控
除
額
が
増
え
る
。
派
遣

社
員
の
報
酬
全
体
の
消
費
税
率

（
現
在
５
％
）
だ
け
税
金
の
納
付

が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
が
非
正
規
雇
用
を
拡
大

さ
せ
た
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

人
件
費
を
圧
縮
で
き
て
、
固
定
費

か
ら
変
動
費
に
変
え
て
し
ま
う
事

が
で
き
、
更
に
節
税
に
も
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

派遣労働者に

切り替えると合法的

に節税できる消費税

★ なくそう貧困 守ろう生活 変えよう政治 ★

日
本
航
空
が
予
定
の
人
員
削
減

目
標
を
超
過
達
成
し
て
い
る
の
に
、

目
標
に
達
し
な
か
っ
た
と
し
て
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
客
室
乗
務
員
１
６

５
人
（
休
職
者
を
含
む
）
に
対
し

て
１
０
年
１
２
月
３
１
日
付
け
で

「
整
理
解
雇
」
を
強
行
し
ま
し
た
。

「
整
理
解
雇
」
は
労
働
者
の
意

思
を
無
視
し
、
対
象
者
を
特
定
し

て
一
方
的
に
指
名
解
雇
す
る
も
の

で
、
実
施
す
る
場
合
は
「
整
理
解

雇
の
４
要
件
」
（
解
雇
の
必
要
性
、

解
雇
回
避
努
力
、
人
選
の
合
理
性
、

解
雇
手
続
き
の
妥
当
性
）
と
い
う

厳
し
い
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
判

例
と
し
て
も
確
立
し
て
い
ま
す
。

沖
電
気
で
は
７
８
年
に
１
５
０

０
人
の
希
望
退
職
募
集
に
達
し
な

い
と
し
て
約
３
０
０
人
に
指
名
解

雇
通
告
。
不
当
な
解
雇
に
反
対
し

て
行
わ
れ
た
裁
判
で
は
厳
し
く
断

罪
さ
れ
３
５
人
の
職
場
復
帰
と
解

決
金
１
２
億
９
千
万
円
で
勝
利
し

て
い
ま
す
。

企
業
に
「
解
雇
の
自
由
」

を
渡
す
な

日
航
は
４
〜
９
月
期
で
計
画
値

の
２
５
０
億
円
を
上
回
る
１
０
９

６
億
円
も
の
収
益
も
あ
り
、
人
員

削
減
目
標
も
達
成
（
労
組
発
表
）

し
て
お
り
こ
れ
以
上
人
員
削
減
し

な
け
れ
ば
経
営
が
成
り
立
た
な
い

状
態
で
は
な
く
整
理
解
雇
の
必
要

性
は
な
く
違
法
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ

(

日
本
航
空)

は

不
当
な
指
名
解
雇
を
撤
回
せ
よ

働く人を尊重せずに、空の安全は守れ

ない。日航に解雇撤回を求める支援労組


